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亀岡市まちづくり協働推進委員会《審査会》

審査会【平成２８年４月２９日（金）開催】

万願寺ふ
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Junto

障がい児支
援団体キッ
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の会
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亀岡人と自
然のネット
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亀岡広島県
人会

NPO法人プ
ロジェクト保
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亀岡サン
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んなのネット
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1
事業の目的・目標を達成する
ことができましたか。

4.0 3.2 4.3 4.0 4.2 3.8 4.3 3.4 3.8 3.8 3.4 3.4 3.5

2
全般に事業の効果はありまし
たか。

3.8 3.2 4.0 3.8 4.2 3.4 4.0 3.4 3.8 3.6 3.4 3.6 3.0

3
地域課題が解決するなど、市
民満足度は向上しましたか。

4.0 3.2 3.3 3.5 4.2 3.4 4.3 3.4 3.4 3.6 3.2 3.2 3.0

4

複数団体の協働による相乗効
果がみられましたか。
（市民連携事業・行政連携事
業）

3.3 2.8

合　　　計 11.8 9.6 11.5 11.3 12.6 10.6 12.5 10.2 11.0 11.0 10.0 13.5 0.0 12.3

※最高１５点満点（市民連携事業・行政連携事業は２０点満点）

※上記の各数値は、一人最高５点の審査員の平均点を明記したものです。

1 万願寺ふれあいサロン

2 亀岡市遺族会女性部

3 亀岡みらいパース

4 OfficeComJunto

『亀岡市支えあいまちづくり協働支援金』

参加者の増加、活動の継続を期待する。　　　地域で開かれるから良い点をこれからも活かして支援金がなくてもできる活動を頑張ほしい。
地区社協もなく老人の集まる場を作られたことは良いことだと思う。
高齢者の居場所づくりサロン事業は大事、人間的な取組、地域の安心安全につながる事業を永続的に行われることを期待。　　他団体との連携も評価したい。

戦争の悲惨さを風化してはいけないと思う。　　今後のDVDの使用方法が重要と考える。　　　今後の活動が平和の発信につながることを期待する。
DVDでは遺族の証言が出てこなかったので、目標を達成できたのか疑問が残った。　　　DVDは作成できたが内容が不十分だったと思う。
後世に残す貴重な取り組み、DVDの配布、公共施設への働きかけを期待する。
戦没者の方々の言葉を集めた本があり、DVDはどうかと思いましたが、言葉で残すことも大切かと思った。

◇審査員からの感想など（まとめ）

平成２７年度　協働事業の評価について（まとめ）

今後も亀岡の良さ、魅力を発信し続けてほしい。　　　　　今後も若い方が中心に亀岡の魅力の発掘や発信されていくことを期待する。
亀岡の良いところを発信してもらうのは良いことだと思う。　　　　　亀岡の良いところを色々な角度から捉えられ、すごい企画力だと感じた。若者・ヨソ者の活躍を嬉しく思う。

活発で熱心な活動をされており、課題解決に対する強い想いを感じた。　　　　　言語は大切なことであり、良い活動であると思われる。
事業の必要性は良く分かりましたが、効果や成果が分かりづらくもう少し詳しく発表してほしかった。
人口減の亀岡市において、少しずつ増えている外国人や日本国籍だが日本語能力の低い人たちをターゲットにした大変貴重な取り組み
地味だが地道に取り組むべき活動であり、今後も支援が必要(亀岡独自の取り組みとして)

支援団体 

評価の視点 

                 評価点数は非公開 
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5
障がい児支援団体キッズ・

バリアフリー

6 わたぼうしの会

7
NPO法人亀岡子育て

ネットワーク

8
(一社)京都社会福祉士会
中部支部口丹地区

9
NPO法人亀岡人と自然の

ネットワーク

10 NPO法人ﾌﾞﾙｰｲｰｸﾞﾙｽ

11 亀岡広島県人会

12 NPO法人プロジェクト保津川

13
亀岡サンセットフェス実行委

員会

14
NPO法人みんなの
ネットワーク

障がいの有無を問わず、子どもや保護者が何でも相談し合える活動の充実を期待する。
活動の方向性をしっかり持っておられるため、無理に活動範囲を広げなくてもよいので、しっかり活動を継続することが必要　　これからも継続し、頑張ってほしい。
相談先が見つからず困っている親への支援は本当に大切だと思う。　3年目の支援ということですが着実なステップアップをされていると実感した。
障がい児を持つ家庭と色々な家庭とをつなげる良い活動だと思う。　　　相談窓口を開かれたことは大変良いことだと思う。

日頃の活動に加え、課題提起された災害時における避難、対応策の取り組みに期待する。　　　　　コンサートを開催され、次にどのようにつなげていくかが大切だと思う。
これをきっかけに前向きに活動してほしい。　　　医療的ケアと福祉について周知する場を今後どのように作っていくのか。
本事業を実施したことで協力者などはあったのか、増えたのか。　　　　多くの方の来場により祈の認識がアップした。
医療的ケアの課題を考えることは大切だと思う。

ロゴマークの効果的な使い方により、アユモドキの保全、スタジアムによるにぎわいのある地域づくりにつながることを期待する。
事業の目的は何だったか。なぜみんなのネットワークが本事業をしたのか。
スタジアムの問題があり先の見えにくい取り組だが、次年度以降の計画に注目したい。　ロゴマークが９０点も集まったのは評価できる。

取り組みにより、協力者・支援者が増え良かったと思う。今後は活動による成果が見えてくると良いと思う。　　　団員の高齢化が課題
安心安全のまちづくりの活動としては良い活動であり、10名の新規登録者があったことは良かったと思う。

今後も未就園児、保護者支援、情報発信に努めてほしい。　　　　次のメニューが楽しみ。　　　　亀岡の子育ての安全に大きく貢献できている。1000円の設定でもキャンセル待ちという
ことは、価値のある取り組み　　　　母親になることは理解していても、実際は育てを見ることも赤ちゃんを触ったこともない人が母親になることで、不安がいっぱいの中このような活動は
大切だと思う。

アンケートによる検証など工夫されている内容が多かった。　　　支援の依頼があったことなどを活かし更なる活動の充実を図ってほしい。
団体の性格上、単発の事業になるかもしれませんがこれからも広い視野で頑張ってほしい。　　　　参加者の広がりはあったか。広報は工夫したか。
実際に講座に参加したが多くの方が関心を持っていることが伺えた。
一般人の参加が少なく、もう少し色々な人の参加ができるように考えるべきではないか。　　認知症についても講座を考えるべきであったと思う。

これからも若い人が自分自身の可能性をさらに伸ばし成長していく姿を楽しみにしている。　　　今後も継続して亀岡の豊かさを再認識できる中高生を増やしてほしい。
「何もない」市民への一石を投じている。　　財源確保が今後の課題
亀岡の魅力を発掘し、歴史的人物も多くの人に知ってもらうことは大切、学校の先生でも亀岡出身の歴史的人物を知らない方も多いので、色々発信してほしいと思う。

アンケート調査実施により、周知、メンバーを集めるなど様々な工夫がされた内容であると感じた。　　今後の活動展開、イベントに期待する。
イベントは必要かと思いますが、それまでの活動が必要かと思う。　　　何より新しい取り組みをしようというチャレンジ精神に拍手。　新しい絆づくりに一役買っている。
ジガメとの連携など今後に期待する。広島県以外の県からの人も参加され、良い活動ではないか。サロン活動も継続してほしい。

子どもの視点に立った活動、交流がアユモドキの保全につながることを期待している。　　　ぜひ他の小学校でもやってほしい。
報告会の発表ですが、岡山でなく亀岡の映像や活動を見せてほしい。亀岡市内での広がりが少ないように感じた。　　　発表時間は厳守してください。
学校間の交流など次のステップにつながる取り組みだと感じた。　　　子どもたちの交流は大切なことではないか。


